「精神障害とリハビリテーション」投稿規定
1． 発行
本学会誌は毎年2回，6月（1号）と11月（2号）に発行する。
2． 執筆者
執筆者（筆頭著者および共著者）は，日本精神障害者リハビリテーション学会の会員でなければならない。なお，編集委員会より依頼された論文についてはこの限りではない。
3． 内容
投稿論文は，精神障害者リハビリテーションに関連する「総説」「原著」「研究ノート」「事例・実践報告」「資料・情報」などとし，精神障害者リハビリテーションの推進を図る本学会の目的に沿う内容とする。いずれについても，患者らの匿名性を守るなど人権上の配慮がなされていなければならない。なお，論文は他誌へ発表されていないものに限る。
4． 論文審査
論文の採否は編集委員会において決定する。投稿論文はその種類を問わずいずれも査読を行う。論文の査読においては，当該論文の査読全体に関与する編集委員1名を「担当編集委員」として選出し，査読委員の中から査読者を2名選出した上で査読を行う。掲載にあたり，原稿の加筆，削除，または書き直しを求めることがある。なお、編集委員会より依頼された論文は原則として査読を行わない。
5． 論文の記載要領
（1） 論文の種類
投稿者は下記の論文の種類のいずれを希望するかを示すこと。
a) 総説：最近の国内外の原著論文などを総括的に分析及び評価した上で、精神障害者リハビリテーションの発展に貢献する著者の新たな理解（解釈のしかた）を展開するもの。論文の形式は問わないが、引用文献の記載方法などは規定に準じる。
b) 原著：国内外の研究課題に関連する類似の研究を概観した上で新たな研究課題を見出し（原著性の明確化），精神障害者リハビリテーションの発展に貢献する新たな知見，新たな理解（解釈のしかた）や手技・手法について，論理的に提示しているもの（独創性）。論文の形式は，原則として，はじめに，研究目的，研究方法，結果，考察，結論，引用文献の順とする。
c) 研究ノート：原著性の明確化については問わないが，精神障害者リハビリテーションの発展に貢献する新たな知見，新たな理解（解釈のしかた）や手技・手法について論理的に提示し，実践的な研究成果を明確に記したもの（独創性）。論文の形式は，原著に準じる。
d) 事例・実践報告：原著性の明確化については問わないが，治療や援助の実践にとって示唆に富んだ事例や，先駆的・啓発的実践を具体的に記したもの（実践的価値）。論文の形式は問わない。事例や実践の内容がリハビリテーション活動に有益と思われれば，失敗例や未終結のものも歓迎される。
e) 資料・情報：患者数・患者動態など，資料や情報として価値があると判断されるもの。
（2） 記載事項について
第1枚目には，論文の種類（総説，原著，研究ノート，事例・実践報告，資料・情報），表題，著者名，所属，索引用語，英文表題，英文著者名，英文所属，英文索引用語（Key words），および連絡先の順に記載する。索引用語は，論文が確実に拾い出せる適切な語句を5個選択すること。なお，英語表記については希望があれば編集委員会が相談に応じる。
いずれの種類の論文も，12,000字（400字×30枚）以内とする。これを越える場合は有料掲載（実費負担）とする（図表文献含む）。図表は本誌1頁の大きさを1,600字として仕上がりの相当文字数に換算する。ただし総説は，20,000字を限度とする。
総説，原著および研究ノートは，指定されている論文の形式に沿ったものとし，和文要約（400字以内）を付ける。原著には英文要約（200ワード程度）を付けることが望ましい。事例・実践報告，資料・情報は，和文要約を必要としない。
a） その他
b） 本文の記述方法は次の通りとする。
· 原稿は原則としてワードプロセッサーを使用して記載すること。手書きの場合は400字詰め原稿用紙を用いる。
· 項目の細部の見出し番号は，Ⅰ，Ⅱ，1．，2．，1），2）の順とする。
· 常用漢字，新かなづかいを使用する。
· 数字は算用数字を用い，数量はCGS単位記号を用いる。
· 文献名，人名，地名，化学品名などで日常的に日本語として用いられていないものは，原語または一般的な英語表記を用いること。
· 薬品名は一般名を原則とし，必要な場合だけ商品名を付記する。
c） 図表はそれぞれ1枚ごとに作成し，挿入箇所を本文に指定する。
d） 引用文献は，本文中に引用された必要最低限のものに限定する。
· 記載順は，著者名のアルファベット順，同一著者の場合は発表順とする。
· 外国誌については，Index Medicusによる略名を用い，省略記号は付けない。
· 著者名は，3名以下の場合は全員，4名以上の場合は3人目までの名前を記し，4人目からet al. （欧文）または，他（邦文）とする。
e） 文献の書き方
· 雑誌の場合　著者氏名：論文題名．雑誌名，巻（号）：頁（通巻頁の場合は号は不要），西暦年号．
· 単行本の場合　著者名：書名．発行所名，発行地（国内は不要），頁，発行年次．あるいは　著者名：論文題名．（編集者名）書名，発行所名，発行地（国内は不要），頁，発行年次.
記載例：
1) 松田暁子，金子鮎子，野津眞，他：精神障害者社会適応訓練事業に関する調査報告．精神障害とリハビリテーション，1 ; 39-42, 1997.
2) 宮内勝：医療機関付設のデイケア．（蜂矢英彦，岡上和雄編）精神障害者の地域リハビリテーション，医学書院，pp.114-130, 1989.
3) Tsang HWH, Angell B, Corrigan PW, et al. A cross-cultural study of employers’ concerns about hiring people with psychotic disorder: Implications for recovery. Soc Psychiatry Psychiatr Epidemiol, 42; 723-733, 2007.
4) Kuipers L, Leff J, Lam D: Family work for schizophrenia: a practical guide. London: Gaskell; 1992.

6． 原稿の送付
原稿はコピー3部を添えて，金剛出版（〒112-0005　東京都文京区水道1-5-16）「精神障害とリハビリテーション」編集部宛，簡易書留にて送付すること。送付された原稿は，原則として返却しない。
7． 著者校正
著者校正は，原則として初校1回とする。
8． 別刷
別刷は，総説，原著，研究ノート，事例・実践報告，資料・情報，依頼論文（ただし3頁以内の短いものをのぞく）のみ取り扱い，30部まで無料，それ以上は50部単位で実費とする。
9． 著作権
掲載原稿の著作権は本学会に帰属する。
10. その他
投稿規定に明記されていない事項は編集委員会で決定する。投稿規定の改訂は常任理事会にて行う。
　本規定は、平成24年1月1日より施行するものとする。
